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お .ま 

「叔母さんで すか。 ことしで、 ちょうどに おなりの は 

ずです よ。」 

かつみ さんの 口から 出て 来る 話 は、 昔ながら の 「叔父 

さん、 叔母さん」 だ。 その 時、 青山の 姪 はかつ みさん 

の 「ちょうど」 を 聞き とがめて、 

「ちょうどと 言います と 」 

「五十です よ。」 

この 「五十」 が 私 を 驚かした。 私 は 自分の 年と つた 

こと も 忘れて、 あの 母さんが きょうまで ぴんぴんして 

ば あ おも 

いると したら、 もう そんな 婆さん か、 と 想って みた。 

母さんの 旧い 友 だち が 十七 年ぶ りで 私たちの 家へ 訪 



凍み 裂け る 恐 ろしげ な 家 の 柱の 音 なぞ を 聞きな が ら、 

夜お そくまで ひとりで 机に むか つていた 時の 心持ち は 

忘れられない。 でも、 私 は あの 山の 上から 東京へ 出て 

来て 見る たびに、 とにもかくにも 出版業者が それぞれ 

の 店 を 構え、 店員 を 使って、 相応な 生計 を 営んで 行く 

のに その 原料 を 提供す る 著作者が —— 少数の 例外 は あ 

るに もせよ 食う や 食わずに いる 法 はない と 考えた- 

私が 全くの 著作 生活に 移ろうと したの も、 そのころ か 

ら であ つ た。 

私の 目に はま だ、 六 畳に 二 畳の 二階が 残って いる。 

壁が ある。 障子が ある。 ごちゃごちゃ とした 町中の 往 



来 を 隔てて、 魚 を 並べた 肴屋の 店が その 障子の 外に 

見お ろされ る。 向かい 隣に は、 白い 障子の はまった 

したまち 

下町風の 窓 も 見える。 そこ は 私が あの 山の 上から 二度 

目に 越して 行った 家の 二階で、 都会の 空気 も 濃い とこ 

ろ だ。 かつみさん 夫婦が かわるがわる 訪ねて 来て、 よ 

く 登って 来たの も その 二階 だ。 そこに 私 は 机 を 置いて、 

また 著作に ふけった が、 そのころ に 私の 書いた ものが 

子供ら の 母さんの 女学校 時代の 友 だち のう わさに も 

のぼ 

上った かして、 そういう 昔な じみの 家庭 を 見に 行って 

帰って来る たびに、 いろいろ 友 だち から 冷やかされた 

こと だの、 「お 富さん (子供ら の 母さん) もずい ぶん 人 



生まれた 画家の 気質 を 延ばそうと していた。 三郎 はま 

た三郎 で、 出足の 早い 友 だち 仲間と 一緒に、 新派の 美 

術の 方面から、 都会の プロレタリアの 道 を 踏もうと し 

ていた。 三人が 三人、 思い思いの 方向 を 執って、 同じ 

時代 を 歩もうと していた。 末子 は、 と 見る と、 これ も 

すでに 学校の 第三 学年 を 終わり かけて、 日ごろ 好きな 

裁縫 や 手芸 なぞに 残る 一 学年の 生い先 を 競おうと して 

きょ-つ だ い 

いた。 この 四 人の 兄妹に、 どう 金 を 分けた もの かと 

いう ことになると、 私 は その 分け 方に 迷った。 

月の 三十日までに は 約束の もの を 届ける。 特製 何 部 _ 



むすこ 

してし まった。 あの 子息の 家が 倒れて 行く の を 見た 時 

は、 お爺さん は 半分 狂気の ようで あつたと 言われ て い 

むすこ 

る。 しまいに は、 その 家屋敷 も 人手に 渡り、 子息 は 勘 

当 も 同様にな つて、 みじめな 死 を 死んで 行った。 私 は 

あのお 爺さんが 姉 娘に 迎えた 養子の 家の ほうに 移って、 

紙 問屋の 二階に 暮らした 時代 を 知っている。 あのお 爺 

むすこ 

さんが、 子息の 人手に 渡した 建物 を 二階の 窓の 外にな 

がめ ながら、 商人ら しい あきらめ を もって 晚年を 送つ 

ていた こと を 覚えて いる。 

この 総領 子息に 比べたら、 三番 目の 妹娘 なぞ はいく 

らも 分けて もらわない。 あの 子供ら の 母さん も、 お ハス i 



たころ に、 私 も 末子 も 茶の間に いて 着物 を かえると こ 

ろであった。 出かける 時間の 都合 もあった ので、 私 は 

昼飯 をい つもより 早く 済ました 上で、 と 思った。 

はお リ 

「末ち やん、 羽織で も 着か えれば それでた くさん なん 

ようたし 

だよ。 きょうは 用達に 行 くんだ からね。」 

はかま 

「じ や、 わたし は^にし ましょう。」 

私と 末子と がした く をして いると、 次郎は 朝から 仕 

事 着 兼帯の ような 背広 服で、 自分で 着かえ る 世話 もな 

かった もの だから、 そこに 足 を 投げ出しながら いろい 

ろな こと を 言った。 

はかま 

「おい、 末ち やん はそんな 袴で 行く のかい。」 



「僕ら を 四 人 も 背負って 来た か。」 

次郎は 笑った。 

間もなく 飯の したくが できた。 私たち は 婆やの つ 

く つ て くれた 簡単な 食事に ついた。 

「きょうは 下町の ほうへ 行つ て 洋食で もお ご つ て もら 

える のかと 思った。」 

そういう 次郎は あてが はずれた ように、 「な あんだ」 

と、 言わない ばかりの 顔つきであった。 

よ-つたし 

「用達に 行 くんじ やない か。 そんな 遊びに 行 くんじ や 

あるまい し。 まあとう さんに ついて 来て ごらんよ。 へ 

たな 洋食な どより、 もっとい い 事が あるから。」 



ラック 風の 建物の 中に 時 を 送った。 

「現金で お持ちになります か。 それとも 御 便利な よう 

に、 何 かほ かの 形に して 差し上げる ようにし ましょう 

ゝ _ 

力 」 

と、 そこの 銀行員が 尋ねる ので、 私 は 例の 小切手 を 

現金に 換え て もらう ことにした。 私が 支払い 口の 窓 の 

ふ ろ し き づ つ 

ところで 受け取った 紙幣 は、 風呂敷 包みに して、 次郎 

と 二人で それ を 分けて 提げた。 

「こうして 見る と、 ずいぶん 重い ね。」 

待たせて 置いた 自動車に 移って から、 次郎は それ を 

妹に 言った。 



ために 五 千円ず つの 金 を 預けた。 兄 は 兄、 弟 は 弟の 名 

前で。 

私 は 次郎に 言った。 

「これ はい つで も 引き出せる という わけに は 行かない _ 

半年に 一 度し かそうい う 時期 は 回って 来ない。」 

「そこ はとう さんに 任せる よ。」 

私 は 時計 を 見た。 どこの 銀行で も 店 を 閉じる という 

午後の 三時までに は、 まだ 時の 余裕が あった。 私 は そ 

きょうだ い 

の 日のう ちに 四 人の 兄妹 に 分ける だけの もの は 分け、 

受け取った 金の 始末 をして しまいた いと 思った。 そこ 

は 人通りの 多い 町中で、 買い物に も 都合が いい。 末子 



その 時、 末子 は 兄の そばに 静かに いて、 例のう つむ 

きがち に 私たちの 話に 耳 を 傾けた が、 自分の 証書 を 開 

いて 見ようと はしなかった。 私 は それ を 娘の 遠慮 だと 

して、 

「末ち やん、 お前 も 御覧。 もっと、 よく 御覧。 お前の 

名前 もちやん とそ こに 書いて あるよ。」 

と 言って、 その 分け前 を 確かめさせた。 

私たちの 間に は 楽しい 笑い声が 起こった。 次郎 は、 

両手 を 振りながら、 四畳半と 茶の間の さかいに ある 廊 

下のと ころ を 幾度と なく & つたり 来たりした。 

「さあ、 おれ も 成金 だ ぞ。」 



底本： 「嵐 他 二 編」 岩波 文庫、 岩波 書店 

1956 (昭和；； -) 年 3 月^日 第 ー 刷 発行 

1969 (昭和お) 年9月2日第^!-刷改版発行 

1974 (昭和 «) 年^-月^日第^刷発行 

入力 " 紅 邪鬼 

校正 ： ちはる 

2001 年 2 月 6 日 公開 

2 00 5 年に 月^日 修正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 



